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広報おのず 2003 7月号

高齢者受通安全大会

交
通
事
故
を
防
止
し
、
安
全
で
快

適
な
交
通
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、

大
洲
市
高
齢
者
交
通
安
全
大
会
(大
洲

交
通
安
全
協
会
・
大
洲
警
察
署

・
大

洲
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会

・
大
洲

市
主
催
)
が

5
月
口
日、

市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー

(
東
大
洲
)
で
聞
か
れ

中
品

1
レ
れ
~
。

昨
年
の
県
内
交
通
事
故
死
亡
者
の

う
ち
印
パ

ー
セ
ン
ト
を
高
齢
者
が
占

め
、
全
国
ワ
ー
ス
ト

1
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。
青
木
吉
久
大
洲
交
通
安
全

協
会
会
長
ら
が
「
高
齢
者
の
事
故
が

多
発
し
て
お
り
注
意
が
必
要
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
参
加
し
た
市
内
の
高
齢

者
約
4
0
0
人
に
安
全
運
転
や
交
通

事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
交
通
事
故
体
験
発
表

や
交
通
安
全
宣
言
の
決
議
に
よ
り
、

参
加
者
は
交
通
事
故
防
止

へ
の
誓
い

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

「高齢者の受通事故防止について」
愛媛県警察本部交通企画課交通安全教育補佐 警部 日野 孝一

講演

受
通
事
故
に

遭
わ
な
い
た
め
に

高
齢
者
の
中
に
は
交
通
ル

1
ル
を

知
ら
な
い
人
や
学
ん
だ
こ
と
の
な
い

人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
次
の

よ
う
な
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

歩
行
時
の
注
意

必
ず
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
く
だ
さ

い
。
デ
ー
タ
に
よ
る
と
横
断
歩
道
が

却
メ
ー
ト
ル
向
こ
う
に
離
れ
て
い
る

場
合
、

叩
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
そ
の

横
断
歩
道
を
利
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

次
に
、

同
じ
青
信
号
で
も
「
赤
か

ら
変
わ
っ
た
ば
か
り
の
青
信
号
」
と

「
終
わ
り
か
け
の
青
信
号
」
と
が
あ
る

こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
終
わ
り
か
け
の
「
青
」

で
渡
る
と
車
に
は
ね
ら
れ
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。
「
次
の
青
」
を
待
っ

て
渡
る
こ
と
で
事
故
が
防
げ
ま
す
。

2 

....この日は約400人が参加

企講演する 日野警部

左
右
確
認
を
し
っ
か
り
し
ま
し
ょ

う
。
横
断
中
事
故
に
遭
う
場
合
、
左

か
ら
来
た
車
に
は
ね
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
。
高
齢
者
は
横
断
に
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
歩
い
て
道
路
の

真
ん
中
を
越
え
た
辺
り
(
左
か
ら
車

が
来
る
車
線
側
)
を
歩
く
頃
に
は
、

か
な
り
の
時
聞
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
高
齢
者
の
服
装
は
年

齢
と
共
に
地
味
に
な
り
が
ち
で
す
。

夜
間
外
出
時
に
は
反
射
材
の
着
用
や

明
る
め
の
服
装
で
相
手
か
ら
早
く
発

見
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

ま
た
、
車
の
直
前
、
直
後
の
横
断

は
危
険
で
す
。

自
転
車
に
乗
る
と
き
の
注
意

交
差
点
で
は
必
ず
一
時
停
止
し
、

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
け
ま
し
ょ
う
。

急
な
進
路
変
更
は
事
故
の
も
と
で
す
。

飲
酒
運
転
は
自
転
車
で
も
ダ
メ
で

す
。
自
転
車
も
れ
っ
き
と
し
た
車
両

で
す
。
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大
洲
の
高
齢
者
に
は
2
つ
の
問
題
点
が
あ
る

日
本
は
今
ま
さ
に
高
齢
社
会
を
迎

え
て
い
ま
す
。
県
内
の
高
齢
者
数
は

約
お
万
人
で
、
高
齢
化
率
は
辺
パ

ー

セ
ン
ト
に
達
し
て
い
ま
す
。
愛
媛
は

全
国
日
番
目
の
高
齢
県
で
す
。

昨
年
の
交
通
事
故
死
者

1
2
2
人

の
う
ち
、
約
叩
人
が
高
齢
者
で
そ
の

割
合
は
印
パ
ー
セ

ン
ト
に
達
し
、
全

高齢者受通安全大会

大
洲
警
察
署
長

宮
脇

直
志

企あいさつする宮脇署長

国
ワ
ー
ス
ト
l
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
洲
市
の
高
齢
者
を
見
て
い
る
と

2
つ
の
問
題
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

第

l
は
、
道
路
横
断
時
に
「
左
右

確
認
」
を
し
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

第

2
は
、
夜
間
歩
行
中
に
反
射
材

の
使
用
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

も
し
、
反
射
材
を
利
用
し
て
い
れ
ば

防
げ
た
事
故
も
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

「
自
分
の
安
全
は
自
分
で
守
る
」
と
い

う
考
、
え
方
が
大
切
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
ル
l
ル

・
マ
ナ
l
の

向
上
に
努
め
、
交
通
事
故
の
な
い
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
4
l
v

よ
、っ
。

夜
間
、
歩
行
者
の
存
在
を
い
ち
早

川

く
知
ら
せ
る
「
反
射
タ
ス
キ
」
を
引

日

き
続
き
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

…

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

配
布
方
法

日

取
り
に
来
ら
れ
た
人
に
対
し
て

日

l
人

1
本
差
し
上
げ
ま
す
。

日

配
布
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

日

最
寄
り
の
公
民
館

ま
た
は
総
務
財
政
課
交
通
安
全
係

日

(市
役
所

3
階
)

宮

@

2
1
1
1
(内
線
3
2
3
)

日

地
域
で
の
取
組
や

自
ら
の
体
験
を
発
表

....発表者の体験談を聞 く参加者の皆さん

交
通
事
故
防
止
に
役
立
て
る
た
め

の
交
通
事
故
体
験
発
表
が
あ
り
、
菊

池
利
雄
さ
ん
(
新
谷
)
が
「
老
人
ク

ラ
ブ
で
交
通
安
全
教
室
を
開
い
て
、

お
互
い
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
た
り
、
夜
間
は
明
る
め
の
服

装
を
心
掛
け
た
り
し
て
い
る
」
と
地

域
で
の
取
組
を
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
、
篠
崎
和
子
さ
ん
(
大
洲
)

は
「
車
と
の
接
触
事
故
を
経
験
し
て

か
ら
は
、
左
右
確
認
を
し
っ
か
り
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
気
分
は
若
く
て

も
体
は
正
直
な
も
の
で
、
と
っ
さ
の

判
断
は
難
し
い
。
皆
さ
ん
も
安
全
確

認
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
会
場

の
参
加
者
に
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

悲
惨
な
交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
す往

田

千
鶴
亀

川-
反
射
材
を
つ
け
て
事
故
防
止

大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

支
通
安
全
宣
言

交
通
事
故
に
よ
る
犠
牲
者
は
、
依

然
と
し
て
多
く
、
私
た
ち
の
生
活
に

大
き
な
不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
高
齢
者
が
当
事
者
に

な
る
交
通
事
故
が
大
洲
市
内
で
は
相

変
わ
ら
ず
多
発
し
て
お
り
、
憂
慮
に

た
え
ま
せ
ん
。

交
通
事
故
は
、
被
害
者

・
加
害
者

本
人
は
も
と
よ
り
、
そ
の
家
族
に
身

体
的

・
精
神
的
・
経
済
的
に
打
撃
を

与
え
、
平
穏
な
生
活
が
奪
わ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

田役る
J
1'
 

上み読

長
を
会

文
連

言
老

宣

市

企

私
た
ち
は
、
心
身
と
も
に
元
気
で
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
次
の
こ
と
を
実
践

し
て
、
悲
惨
な
交
通
事
故
の
防
止
に

努
め
ま
す
。

....県警音楽隊のメンバ-30人のすばらしい演奏

テ
レ
ヒ
主
題
叡
「
地
主
の
星
」
な
と

4
曲
を
被
露
し
、
会
場
の
参
加
者
を

楽
し
ま
ぜ
ま
し
定
。

一

シ
l
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
、

安
全
確
認
を
徹
底
し
ま
す
。

一

自
転
車
の
安
全
利
用
を
率
先

し
て
行
い
ま
す
。

一

夜
間
外
出
の
際
に
は
反
射
材

を
着
用
し
、
安
全
な
歩
行
に
努

め
ま
す
。

一
思
い
や
り
と
譲
り
合
い
の
精

神
で
、
無
事
故
の
輪
を
広
げ
ま

す。
平
成
日
年
5
月
口
日

大
洲
市
高
齢
者
交
通
安
全
大
会

3 
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くらしの情報

こ
ん
な
と
き
は
・
・
・

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
制
度
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
!

国
民
年
金
は
却
歳
か
ら

ω歳
ま
で

の
幼
年
間
、
保
険
料
の
納
付
が
必
要

で
す
が
、
所
得
(
収
入
)
の
減
少
や

失
業
な
ど
で
経
済
的
に
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
本
人
の
申

請
に
よ
っ
て
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

に
す
る
と
、
そ
の
聞
に
事
故
や
病
気

で
重
い
障
害
が
残
っ
て
も
障
害
年
金

が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
納
付

(
免
除
)
期
聞

が
不
足
し
て
、
年
を
と
っ
た
と
き
年

金
が
受
給
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
保
険
料
納
付
が
困
難
な
場

合
に
は
免
除
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
免
除
承
認
を
受
け
て
い
る

人
で
、
引
き
続
き
免
除
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、

7
月
1
日
か
ら

8
月
末

日
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

き」い
。

免
除
申
請
の
対
象
に
な
る
人
は

@
則
年
の
所
得
(
収
入
)
が
少
な
く
、

納
付
が
困
難
な
場
合

②
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、

前
年
の
所
得
が

1
2
5
万
円
以
下

の
場
合

③
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以

外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
場
合

④
申
請
の
あ
っ
た
日
の
属
す
る
年
度

ま
た
は
前
年
度
に
お
い
て
、
ァ
.
震

災
、
風
水
害
、
火
災
等
に
よ
り
財

産
の

2
分
の

l
以
上
の
損
害
を
、
つ

け
た
と
き
イ
.
失
業
な
ど
に
よ

り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
と
認
め
ら
れ
た
と
き
ウ
.
離

職
者
支
援
資
金
貸
付
制
度
の
賃
金

の
交
付
を
受
け
た
と
き
な
ど
で
す
。

手
続
き
方
法
は

O
市
役
所
1
階
市
民
課
国
民
年
金
担

当
窓
口
に
用
意
し
て
あ
る
「
国
民

年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

台、ぃ
。

注・
:
失
業
の
場
合
は
「
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
」
ま
た
は
「
離

職
票
」
の
写
し
が
必
要
で
す
。

注
意
l

・
半
額
免
除
の
場
合
は
、
そ
の
半
額

を
納
付
し
な
け
れ
ば
半
額
免
除
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

-
学
生
は
、
免
除
申
請
で
き
ま
せ
ん

の
で
「
学
生
納
付
特
例
申
請
」
を

し
て
く
だ
さ
い
。

-
免
除
申
請
は
、
前
年
の
所
得
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
毎
年
申

請
が
必
要
で
す
。

-
免
除
を
、
つ
け
た
期
間
は
、
免
除
を

う
け
て
叩
年
以
内
に
「
追
納
」
し

ま
し
ょ
う
。
追
納
の
納
付
書
は
、

全額免除と半額免除の対象となる収入の目安
本人・配偶者・世帯主のいずれも が該当す る必要があり ます。

世帯・単身の別 世帯員数 全額免除 半額免除

4 人世帯 所得 164万円 所得 285万円

夫か妻のいずれかに
夫婦、子 2人 収入 260万円 収入 424万円

3 人世帯 所得 129万円 所得 215万円
所得 (収入)のある

夫婦、子 1人 収入 210万円 収入 333万円
世帯の場合

2 人世帯 所得 94万円 所得 172万円

夫婦のみ 収入 159万円 収入 271万円

単身世帯
所得 35万円 所得 85万円

単身世帯の場合
収入 100万円 収入 150万円

お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
へ

ご

依
頼
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課

包
⑫
2
1
1
1
(内
線
1
1
1
)

4 

， 

j
大
洲
警
察
署
か
ら
の
お
願
い
j

子
ど
も
た
ち
を
見
か
け
た
ら

最
近
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
に

な
る
犯
罪
が
連
続
発
生
し
て
い
ま
す
。

警
察
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下

校
の
時
間
帯
を
中
心
に
警
ら
活
動
を

強
化
し
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
も
子
ど
も
た
ち
を
見
か
け
た
ら

F 

5月 18日の午前 5時 30分頃、長浜町今坊の国道

378号で、双海町方面に走っていた乗用車が、ス

ピードの出し過ぎにより道路左側のガー ドパイプ

に衝突する交通事故が発生しました。この事故で

運転していた若者 (男性)が亡くなりました。

防
犯
意
識
を
も
っ
て
見
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
不
審
者
な
ど
を
発
見
し
た

場
合
は
、
速
や
か
に
警
察
へ
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

大
洲
警
察
署

合

(@
1
1
1
1

車
を
運
転
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
大
変
危

険
で
す
。
車
は
便
利
で
楽
し
い
乗
り

物
で
す
が
注
意
が
必
要
で
す
。
心
の

コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
安
全
な
ド
ラ
イ
ブ

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱

必
ず
シ

1
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
、
命

の
大
切
さ
を
感
じ
て
運
転
し
て
く
だ

さ
い
。

こ
の
機
会
に
今
一
度
、
交
通
安
全

の
大
切
さ
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
安
全
を

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

大
洲
警
察
署



ど1~F ニ~
一一斉清掃

皆さん参加しましょう!

ぜ

今
年
も
市
内

一
斉
清
掃
(
郷
土
美

化
運
動
)
を

7
月
初
日
(
第
3
日
曜

日
)
に
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

清
掃
場
所

市
内
の
河
川、

道
路
、
公
固
な
ど

作
業
内
容

草
刈
り
、
ゴ
ミ
収
集

・
除
去
、
下

水
溝
の
清
掃
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

保
険
環
境
課
環
境
保
全
係

宮

@

2
1
1
1
(内
線

1
6
2
)

※
作
業
時
間
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
一
斉
清
掃
以
外
に
地
域
活
動

と
し
て
清
掃
作
業
の
予
定
が
あ
る

場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
険
環
境

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
業
系

燃
や
す
ゴ
ミ
の
焼
却
料

d恥

喝事ヲ

ー
大
洲
市
・
長
浜
町
環
境
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
i

事
業
所
や
庖
舗
な
ど
か
ら
出
さ
れ

る
事
業
系
の
燃
や
す
ゴ
ミ
の
搬
入
量

が
年
々
増
加
す
る
の
に
伴
い
、
焼
却

処
理
に
要
す
る
費
用
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
に
対
応
す
る
た
め
、

事
業
系
の
燃
や
す
ゴ
ミ
の
焼
却
料
が

6
月
1
日
か
ら
次
の
と
お
り
改
定
さ

れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
、
ゴ

ミ
減
量

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

事業系燃やすゴミの焼却料金

一一一一一ー 改正前 現 在

100kg未満 300円 500円

100kg以上200kg未満 600円 1，000円|

200旬以上300kg未満 900円 1，500円

300kg以上400kg未満 1，200円 2，000円

400kg以上500kg未満 1，500円 2，500円

500kg以上は 100kgを 300円を 500円を
増す毎に 加算 加算

※家庭からのゴミ焼却料は、変更ありません。

•• •• •••• • • •• • • •• • ••• • • • 
:迷惑セールス電唱拒否サービス ・ 受 ※ 搬

' 午 付 祝 入
: 登録はハガキかファクシミリで 1 ・ 前 時 日 で--...， "'-.・8問 、き
: FAX 03-5289-8892 :時 1る

二30 月 日
: 送り先 記入例 ・A

I ， .ノJ・11ー「 午 1n， _ n n L1っ 11瑞喧布 一 川署話恒亙ι 戸 1. ¥ 日 月

・ILー_j 1 1 一 |・後 3 日・1 _ ..__ _~ ___ _ 1 I電話番号 | ・4 日 1 
・ l千代田区神田東松下町 35 I I 03-1234-5678 ・ 時 を金

~ I アキヤマ ビ )v 2 I I住所 10ト仰3 I ~ 除曜
~ 1 1 1 千代田区大手町 3-3 1 ~ く 日・ I I ・
・ |事却日本テレマーケティンデ協会 II登録者氏名 (フリガナ) ・

・ II照問恵人 テレマケイト |・

・ II照閉恵子 テレマケイコ |・

・ II照問恵一 テレマケイイチ l・・I II l・
• 
・この制度に加入している企業からのセー
• 
.ルス電話がなくなります。

:。登録は無料(登録期間は5年間)

・.携帯電話 ・企業 (屋号)の電話は対象外

:問い合わせ先

・(財)日本テレマーケテイング協会 (東京)• 
. 合 03-5289-8891

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市

・
長
浜
町
環
境
セ
ン
タ
ー

(
八
多
喜
町
)

合

@
1
6
1
5

5 
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在宅福祉・母子福祉手当制度

あ
な
た
を
し
っ
か
り

在宅福祉

「高齢福祉課'
ft24-2111 “i内線

特
別
児
童
扶
養
手
当

受
給
資
格
者

一
定
以
上
の
障
害
の
あ
る
児
童

(却
歳
未
満
)
を
扶
養
す
る
父
母
ま
た

は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人

支
給
要
件

①
障
害
児
(
却
歳
未
満
)
が
年
金

を
受
給
し
て
い
な
い
こ
と

②

障

害

児
(
却
歳
未
満
)
が
施
設

入
所
ま
た
は
入
院

(
3
カ
月
超
)

し
て
い
な
い
こ
と

支
給
制
限

前
年
の
所
得
が
基
準
額
を
上
回
る

場
合
は
、

8
月
か
ら
翌
年

7
月
ま
で

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

手
当
月
額

(
障
害
程
度
に
よ
り
異
な

る
)

①

1
級

5
1
、
1
0
0
円

②

2
級

3
4
、0
3
0
円

手
当
の
支
給

毎
年

4
、
8
、
ロ
月
の

3
期
に
分

け
て
、
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま

す。特
別
障
害
者
手
当

受
給
資
格
者

重
度
障
害
者
(
却
歳
以
上
)
で
あ

っ
て
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特

別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
人

支
給
要
件

重
度
障
害
者
(
却
歳
以
上
)
が
施

設
入
所
ま
た
は
入
院

(
3
カ
月
超
)

し
て
い
な
い
こ
と

支
給
制
限

前
年
の
所
得
が
基
準
額
を
上
回
る

場
合
は
、

8
月
か
ら
翌
年

7
月
ま
で

の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

手
当
月
額

2
6
、
6
2
0
円

手
当
の
支
給

毎
年
2
、
5
、
8
、
日
月
の

4
期

に
分
け
て
、
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

障
害
児
福
祉
手
当

受
給
資
格
者

重
度
障
害
児
(
却
歳
未
満
)
で
あ

っ
て
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の

介
護
を
必
要
と
す
る
人

支
給
要
件

①
重
度
障
害
児
(
却
歳
未
満
)
が

年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
こ
と

②

重

度

障

害

児

(
却
歳
未
満
)
が

施
設
入
所
ま
た
は
入
院

(
3
カ
月

超
)
し
て
い
な
い
こ
と

支
給
制
限

前
年
の
所
得
が
基
準
額
を
上
回
る

場
合
は
、

8
月
か
ら
翌
年

7
月
ま
で

の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

手
当
月
額

1
4
、
4
8
0
円

手
当
の
支
給

毎
年
2
、

5
、
8
、
日
月
の

4
期

に
分
け
て
、
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

毎
年
、
届
出
が
必
要
で
す
!

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害

者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
の
受
給

者
は
、
毎
年
必
ず
定
め
ら
れ
た
期
限

内
に
所
得
状
況
な
ど
の
現
況
を
届
け

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

母子福祉

司
、
課
げ

4

可
制
引
」

区一ピ

児
童
扶
養
手
当

受
給
資
格
者

①
受
給
者
と
な
る
た
め
の
要
件

父
親
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
親
ま
た

は
母
親
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る

人
に
対
し
て
児
童
扶
養
手
当
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の

国
民
年
金
、
恩
給
、
厚
生
年
金
な
ど

の
公
的
年
金
受
給
者
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

②
手
当
支
給
の
対
象
と
な
る
児
童

出
歳
未
満
の
児
童

(
年
度
内
有
効
)

ま
た
は
却
歳
未
満
で

一
定
以
上
の
障

害
の
あ
る
児
童
で
次
の
ア
ー
ク
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

ア
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

イ
父
母
が
死
亡
し
た
児
童

ウ
父
親
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児

童
エ
父
親
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

旧出章
一

オ
父
親
が
引
続
き

l
年
以
上
遺
棄

し
て
い
る
児
童

カ
父
親
が
引
続
き

l
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
児
童

キ
母
親
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童

ク
キ
に
該
当
す
る
か
明
ら
か
で
な

い旧ん章一

所
得
制
限

前
年
分
の
本
人
お
よ
び
扶
養
義
務

者
な
ど
の
所
得
が
二
疋
額
以
上
の
人

は
、
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

現
況
届

(
毎
年
8
月

1
日
1
8
月
白

日
)手

当
受
給
者
は
、
毎
年
8
月
に
前

年
分
の
所
得
な
ど
に
関
す
る
現
況
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

6 

2
年
間
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と

受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
き

申
請
書
、
戸
籍
謄
本
、
世
帯
全
員

の
載
っ
た
住
民
票
(
謄
本
)
、
所
得
証

明
、
診
断
書
な
ど
の
提
出
が
必
要
で

す
。

手
当
額

(月
額
)

.
児
童
一
人
の
場
合

全
部
支
給
額

4
2
、
3
7
0
円

一
部
支
給
額

4
2
、3
6
0
円

1
1
0
0
0
0
円

・
児
童
2
人
目
の
場
合

5
、0
0
0
円
加
算

・
児
童

3
人
目
か
ら
の
場
合

一
人
増
す
ご
と
に

3
、0
0
0
円
ず
つ
加
算

法
改
正
の
お
知
ら
せ平

成
日
年
4
月
1
日

①

児

童

に

支

払

わ

れ

た

養

育

費

(
8割
)
も
母
の
所
得
と
み
な
さ
れ

ま
す
。

②

支

給

期

間

5
年
ま
た
は
支
給
要

件
該
当
か
ら

7
年
を
経
過
し
た
時

は
、
手
当
の
支
給
が
一
定
割
合

(
2分
の

l
以
内
)
制
限
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
(
身
体
障
害
等

一
定
事
由
の
あ
る
場
合
を
除
く
)

③
請
求
時
効
規
定
が
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

④
母
子
相
談
員
の
名
称
が
、
母
子

自
立
支
援
員
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

物
価
ス
ラ
イ
ド
の
特
例
措
置

平
成
日
年
目
月
か
ら
支
給
額
が
改

定
さ
れ
る
予
定
で
す
。



7月号

介護保険料の改定

広報あのず 2003

介護保険制度では、必要とするサービスの量や65歳以上の人の数に

よって、 3年ごとに保険料が見直されます。大洲市でも、介護保険

に関する事業計画を見直し、新たな保険料が定められました。

保
険
料
は
ど
う
や
っ
て

納
め
る
の
で
す
か
?

納
め
る
方
法
は
年
金
額
に
よ
っ
て

2
種
類
あ
り
ま
す
。

普
通
徴
収

老
齢
(
退
職
)
年
金
が
年
額
回
万

円
未
満
の
人
は
、
納
付
書
で
個
別
に

納
付
し
ま
す
。

納
期
は
、

7
月
・

9
月

-m月
・

日
月

・
1
月
・

3
月
で
す
。

特
別
徴
収

老
齢
(
退
職
)
年
金
が
年
額
出
万

円
以
上
の
人
は
、
年
金
か
ら
差
し
引

か
れ
ま
す
。

4
月
・

6
月
・

8
月
は
前
年
度

2
月
分
の
保
険
料
額
を
そ
の
ま
ま
納

付
し
ま
す
。
《
仮
徴
収
v

m月
-
U
月
・

2
月
は
本
年
度
に

確
定
し
た
年
額
保
険
料
か
ら
仮
徴
収

額
を
引
い
た
額
を
納
付
し
ま
す
。

《
本
徴
収
》

※
な
お
、
年
金
の
額
が
国
万
円
以
上

の
人
で
も
、
次
の
よ
う
な
と
き
に
は

「
普
通
徴
収
」
扱
い
に
な
り
ま
す
。

.
年
度
の
途
中
で
臼
歳
に
な
っ
た

0

.
年
度
の
途
中
で
他
の
市
区
町
村
か

ら
転
入
し
た

0

.
年
度
の
途
中
で
所
得
段
階
が
変

わ
っ
た

0

.
年
度
の
初
め

(
4
月
1
日
)
に
は

年
金
を
受
給
し
て
い
な
か

っ
た
。

納
め
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
保
険
料

表のように所得によって決まります

区分 立せ 象 者 保険料算定 保険料年額

第1段階
0生活保護の受給者

基準額XO.5 20，300円 l

0老齢福祉年金の受給者で世帯全員が住民税非課税

第2段階 0世帯全員が住民税非課税 基準額XO.75 30，400円

第3段階 0本人が住民税非課税 基準額 40，600円

第4段階 0本人が住民税課税で合計所得金額が200万円未満 基準額X1.25 50，700円

第5段階 0本人が住民税課税で合計所得金額が200万円以上 基準額X1.5 60，900円

保険料はいくらになるのですか?を
滞
納
し
て
い
る
と
、
滞
納
期
間
に

応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
保
険
給

付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
で
一
時

的
に
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
く
な
っ

た
と
き
は
、
高
齢
福
祉
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
管
理
係

合
(旬

2
1
1
1
(内
線
1
7
4
)

※平成15年度から第4段階と第5段階の境界となる基準所得が250万円から200万円に変わりま した。

今後、介護サービスを受ける「人数」と「量」が増えることが見込まれます。

こうした状況に対応するには、保険料の見直しが必要だったのです。

@ 介護サービス量が増える

21{章9万円Eコ在宅サービス費用額

亡コ施位置周額

Eコ高踊介瞳サピス費審査手畳科 l

I 2，065万円

円

20億

c@介護を必要とする人が増える

13憧
3，166万円

15億

12億6，103万円

841万円
9撞
8，船8万円

8憧
1，140万円

10億

Eコ在宅畳給者数

仁コ老人福祉施政入所者数

亡コ老人保健施段入所者数

Eコ療葺型病床群入所者数

1，027人
39人

人
1200 

@ 65歳以上の人口が増える

30% 

1000 

800 
24.1% 

22.8% 

600 

20.1% 

16.7% 

20% 

400 

5f;意
10% 

震震

孟差

介護保険給付費用額の推移(大洲市)

平
成
川
年
度

。
200 

ヰZ ヰZ

成 成
12 13 
年年
度度

介護保険給付受給者の推移(大洲市)

平
成
一
同
年
度

。
孟孟孟

17見

差差童青

高 齢化率の推移(大洲市)

7 
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高齢者福祉情報シリーズ

「脳血管性痴ほう」と「アルツハイマー型老年痴ほう」

の痴ほうr2つ」代表的な第7固

痴ほうを引き起こす病気はたくさんありますが、なかでも代表的な

ものが「脳血管性痴ほう」と「アルツハイマー型老年痴ほう」です。

高齢者の痴ほうのほとんどは、このどちらかの病気によるものです。

(両者混合型の痴問問すその他脳腫霧パやソン病い)

病、アルコール依存症、栄養障害、薬の副作用なども痴ほうの原因になります。

「圃・E ・E ・-ーー圃・田園田園・----・E ・-ーーーー園、「園田園ーーー圃圃圃圃圃圃圃園田園田園圃圃園田園田園・圃圃可

アルツハイマー型老年痴ほう

事きhn
希今

7J/L'Yハィマー型

脳血管性痴ほう

脳血管柱

弘司毛

もちか

脳の神経細胞が死

滅していく病気で、

原因ははっきりとわ

かっていない。知的活動に関

わる大脳、特に学習や記憶を

つかさどる海馬という部位が
いしゅく

著しく萎縮するため痴ほうが

起こる。決定的な治療法はな

いが、薬で症状の進行を遅5
Eせることは可能。
'-_ー回目圃・ーーーーーーーー・・圃園田園園田園園田圃園_.J

脳の変性が少しず

つ進み、いっとはな

しに痴ほうを発症す

る。周囲が痴ほうに気がつい

たときには、かなり進行して

しまっていることが多い。全

般的な痴ほうの症状があり、

重症化しやすい。

脳の血管が詰まつ ~ 脳梗塞や脳出血の
のうこうそく 4・・a:.....‘

たり(脳梗塞)、脳 t語草瑠 発作をきっかけに、

の血管が破れたり 、品' 突然発症する。痴ほ

(脳出血)して、脳の神経細 うのほかに、手足のしびれや

胞の部が壊れたり、情報を まひ、視力障害などの症状が

伝えるアンテナが壊れてしま いっしょにでることも多い。

うことにより起とる痴ほう。 知能に障害があっても、記憶
こうしけっしょう

高血圧や高指血症などの生活 や判断力はある程度保たれる

習慣病による、脳の動脈硬化 といった、まだら痴ほうがみ

Lが主な原因。 られる。 .J

8 

痴
ほ
う
の
進
み
方
に
も

違
い
が
あ
る

発作

「脳
血
管
性
痴
ほ
う
」
も
「
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ

l
型
老
年
痴
ほ
う
」
も
、

似
た
よ
う
な
経
過
を
た
ど
り
ま
す
。

し
か
し
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

1
型
老
年

痴
ほ
う
が
曲
線
を
描
く
よ
う
に
進
行

す
る
の
に
対
し
、
脳
血
管
性
痴
ほ
う

は
発
作
を
繰
り
返
す
た
び
に
段
階
を

踏
ん
で
進
行
し
て
い
く
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

l
型

老
年
痴
ほ
う
で
は
、
「
少
し
で
も
早
く

発
見
」
し
て
適
切
な
処
置
を
受
け
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
脳
血
管
性
痴

ほ
う
で
は
、
脳
血
管
障
害
の
「
再
発

を
防
ぐ
」
こ
と
が
、
予
防
や
治
療
の

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
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叙勲・褒章

勲
四
等
旭
日
小
綬
章

九

鬼

正

一
さ
ん
(
春
賀
)

元
松
山
簡
易
裁
判
所
判
事

裁
判
官
功
労

勲
五
手
双
光
旭
日
章

久

保

元
市
議
会
議
員

地
方
自
治
功
労

藍

綬

褒

章

谷

本

水

年
さ
ん
(
平
野
町
野
田
)

県
議
会
議
員

地
方
自
治
功
労

幸

一
さ
ん
(
八
多
喜
町
)

_ . 君子、r
らへ

( 

、春
の
叙
勲
・
課
長
章

(4
月
お

日
付
)
で
大
洲
市
か
ら
4
人

の
皆
さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し

た
。
受
章
者
の
皆
さ
ん
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

勲
五
日
守
瑞
宝
章

柿

原

国
臣
さ
ん
(
菅
田
町
菅
田
)

元
大
洲
市
消
防
団
長

消
防
功
労

お
接
待
の
心
と
人
を
思
う
心

去
る

5
月
3
日
午
後
l
時
過
ぎ
か

ら
約
4
時
間
に
わ
た

っ
て

『生
中
継

春
遍
路
四
国
こ
こ
ろ
の
旅
」
と
題
す

る
放
送
が
あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
、

四
国
遍
路
の
お
接
待
に
つ
い
て
の
リ

ポ
ー
ト
な
ど
、

1
2
0
0年
ほ
ど
も

続
く
遍
路
文
化
に
つ
い
て
伝
え
、
追

体
験
し
て
み
よ
う
と
い
う
も
の
で
し

た
。

た
い
さ
ん

会
場
は
臼
番
札
所
太
山
寺

(松
山

市
)
か
ら
で
、
住
職
さ
ん
の
話
に
よ

る
と
、
最
近
の
参
拝
者
の
傾
向
は
、

リ
ス
ト
ラ
に
よ
り
失
業
し
た
人
、
若

い
人
、
女
性
が
増
え
、
歩
き
遍
路
が

多
く
な

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
、
今

の
時
代
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
拝
の
動
機

に
つ
い
て
も
、
若
い
人
、
中
年
の
人
、

高
齢
者
に
よ

っ
て
様
々
な
よ
う
で
し

た
。さ

て
、
お
接
待
に
つ
い
て
の
実
体

験
を
聞
い
て
お
り
ま
す
と
、

1
1
I
l
l
-
l
I
l
l
i
-
-
』

4
t
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
」

一

「お
遍
路
さ
ん
、
道
が
間
違

っ
て

一

一
い
ま
す
よ
」
と
道
を
教
え
た
り
、
声

一

一
を
か
け
て
あ
げ
る
こ
と
や
自
然
接
待

一

一
と
い

っ
て
日
常
生
活
の
中
で
い
つ
も

一

一
温
か
く
見
守
り
、
何
気
な
く
お
接
待

一

一
さ
せ
て
頂
く
と
い
う
気
持
ち
で
遠
く

一

一
か
ら
見
守

つ
て
あ
げ
る
と
い
う
こ
と

一

一
も
大
切
で
あ
る
。

一

せ
っ
か
い

一

ま
た
「
お
接
待
は
、
お
節
介
」
と

一

に)
一
も
言
わ
れ
て
き
た
。
昔
は
お
節
介
が

一

一
強
く
、
近
所
の
子
ど
も
に
も
心
の
目

一

一
を
向
け
て
い
た
。
自
分
の
親
も
、
お

一

一
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
も
し
て
い
た
。
そ

一

一
れ
で
私
も
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
一

一
ま
さ
に
伝
統
で
あ
る
。
と
も
す
る
と

一

一
時
代
の
流
れ
と
共
に
消
え
て
い
き
が

一

一
ち
な
も
の
が
多
い
中
で
、

そ
の
ま
ま

一

一
残
っ
て
い
る
す
ば
ら
し
い
も
の
の

一
一

一
つ
が
こ
の
お
接
待
で
あ
る
な
ど
。

一

「
?

E

l

l

-

'

f

i

'

』

L

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

お
遍
路
を
支
え
て
い
る
の
は
、
そ

の
遍
路
道
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
人

た
ち
で
す
。
人
を
思
う
温
か
い
心
を

持
っ
そ
の
人
た
ち
を
し
っ
か
り
受
け

止
め
た
い
も
の
で
す
。

今
の
社
会
に
は
、
人
と
人
と
の
関

わ
り
合
い
を
避
け
、
自
分
中
心
な
生

き
方
を
求
め
よ
う
と
す
る
風
潮
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
、
っ
か
。

私
た
ち
は
、
こ
う
し
て
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
「
お
接
待
の
心
」
を
取
り
戻

し
、
子
ど
も
を
は
じ
め
、
高
齢
者
や

障
害
者
な
ど
す
べ
て
の
人
に
目
を
向

け
、
声
を
か
け
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。
「
人
を
思
う
心
」
と
共
に
、
「
声

を
か
け
て
い
く
」
と
い
う
大
切
な
も

の
を
思
い
起
こ
す
き

っ
か
け
を
作

っ

て
も
ら

っ
た
中
学
生

(前
号
掲
載
)

に
学
び
、
そ
の
心
を
今
後
大
い
に
生

か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

9 
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消防団の紹介

官、

Q:t~ 

何「
の

が
ん
ば
る
大
洲
市
消
防
団
員

/'" 

二思量~十; ・

企毎年、出初式が行われ、日頃の訓練の成果が披露さ れる。
(大洲市消防出初式・ 平成 15年 3月2日)

1¥ '“ 

火
J前

8
4
9
人

永
い
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
大
洲
市

消
防
団
は
、
団
本
部
と

日
分
団
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

郷
土
を
愛
す
る
団
員

8
4
9
人

(
平
成
日
年
4
月
l
日
現
在
)
は
、
日

頃
か
ら
訓
練
に
励
み
、
火
災
や
風
水

害
、
な
ど
か
ら
私
た
ち
の
生
命
、
身
体
、

財
産
を
守
る
た
め
、
身
を
挺
し
て
防

災
活
動
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
団
員
が
安
心
し
て
活
躍
で

き
る
よ
う
に
福
利
厚
生
、
表
彰
な
ど

の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

2 

消
防
団
員
の
身
分

団
員
は
、
消
防
団
長
か
ら
任
命

さ
れ
「
特
別
職
の
地
方
公
務
員
」

と
な
り
ま
す
。

消
防
団
員
の
仕
事

消
防
団
員
の
仕
事
は
、
次
の
「
有

事
」
と
「
平
時
」
に
分
か
れ
ま
す
。

①
有
事
の
場
合

A-火
災
(
建
物
火
災

・
林
野
火

災

・
車
両
火
災
な
ど
)

.
風
水
害
(
台
風

・
集
中
豪

雨
・
洪
水
な
ど
)

10 

A

マ
地
震

(
津
波

・
噴
火
な
ど
)

.
崖
く
ず
れ
(
山
崩
れ

・
地
す

べ
り
な
ど
)

②
平
時
の
場
合

-
火
災
予
防

(春

・
秋
の
火
災

予
防
運
動
な
ど
)

.
訓
練

(出
初
式
・
文
化
財
な

ど
の
防
火
訓
練
な
ど
)

.
機
械
器
具
な
ど
の
点
検

(団

が
保
有
し
て
い
る
機
械
器
具

な
ど
の
点
検
)

3

消
防
団
員
の
処
遇

消
防
団
員
は
、
郷
土
や
住
民
を
火

災
、
そ
の
他
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、

献
身
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
し
か

も
そ
の
活
動
は
対
価
を
求
め
な
い
奉

仕
の
精
神
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ

の
苦
労
に
報
い
る
た
め
に
国
、
県
、

市
が
さ
ま
ざ
ま
な
処
遇
策
を
講
じ
て

い
ま
す
。

①
消
防
団
員
に
は
年
間
報
酬
と
火

災
な
ど
に
出
動
し
た
時
に
支
給

さ
れ
る
出
動
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

②
消
防
団
員
が
活
動
中
に
死
亡
、

負
傷
し
た
と
き
に
は
公
務
災
害

企訓練により機械操作を身に
付けていく 団員

補
償
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

③
消
防
団
員
が

5
年
以
上
在
職
し
、

退
職
し
た
と
き
に
退
職
報
償
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

4

消
防
団
員
の
福
祉

消
防
団
員
の
犠
牲
的
な
社
会
奉
仕

活
動
に
報
い
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ

な
福
利
厚
生
事
業
が
あ
り
ま
す
。

①

E
助
年
金
事
業
・
・
・
消
防
団
員
の

年
金
制
度

②
福
祉
共
済
事
業
・
・
・
公
務
で
死
亡
、

重
度
の
障
害
を
受
け
た
場
合
の

給
付
制
度

③
火
災
共
済
事
業
・
・
・
建
物
な
ど
を

火
災
で
焼
損
し
た
と
き
に
給
付

さ
れ
る
保
険
制
度

④
消
防
育
英
事
業
・
:
学
資
金
の
給

付
、
修
学
上
必
要
な
学
用
品
の

購
入
費
な
ど
の
給
付
制
度

こ
の
よ
う
に
、
消
防
団
員
の
生
活

の
安
定
と
福
祉
の
向
上
の
た
め
の
い

ろ
い
ろ
な
事
業
が
あ
り
ま
す
。

消
防
団
の
仕
事
や
入
団
の
こ
と
な

ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
総
務
課

合

@
2
6
6
6
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イベント情報

もうすでに動き始めている .~~総司島
、'0"-

フ

♂ 南予の町の物語。」「十町十色。

企大洲ゆかりの漫画家 ・松本零士さんが
デザイ ンしたポスタ ー

町
並
博
で
あ
な
た
の

夢
を
か
な
え
ま
し
ょ
う

み
ん
な
で
語
り
合
う
住
民
座
談
会
編

あ
な
た
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

住
民
の
皆
さ
ん
自
ら
が
実
施
す
る

自
主
企
画
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

数
多
く
作
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
皆

さ
ん
が
自
由
に
意
見
交
換
で
き
る
場

と
し
て
住
民
座
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
け
ど
、

大
洲
の
あ
の
場
所
で
と
れ
た
果
物
、

魚
、
料
理
の
味
は
最
高
!

-
い
つ
も
一
生
懸
命
練
習
し
て
い
る

郷
土
芸
能
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。

な
ど
、
「
P
R
し
た
い
」
「
や
っ
て

み
た
い
」
「
も
っ
と
よ
く
し
た
い
」

こ
と
を
住
民
座
談
会
で
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

専
門
家
に
よ
る
活
動
サ
ポ
ー
ト
編

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
形
に

住
民
の
皆
さ
ん
の
企
画
が
よ
り
魅

力
的
な
も
の
に
な
る
よ
う
に
、
専
門

家
が
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

A

マ
や
り
た
い
テ
l
マ
を
掘
り
下
げ
る

.
長
く
続
け
ら
れ
る
体
制
を
作
る

A
V
運
転
資
金
が
確
保
で
き
る
仕
組
み

を
作
る
な
ど

専
門
家
の
助
言

・
指
導
に
耳
を
傾

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
企

画
の
具
体
化
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

最
高
1
0
0
万
円
の
事
業
費
助
成
編

あ
な
た
の
夢
を
か
な
え
ま
し
ょ
う

企
画
は
で
き
た
け
ど
、
「
初
期
投
資

の
費
用
が
な
い
」
「
機
械
の
購
入
費
が

不
足
し
て
い
る
」
そ
ん
な
あ
な
た
に

助
成
金
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

支
援
の
対
象
と
な
る
も
の

南
予
地
域
の
観
光
振
興
を
目
的
と

し
た
、
次
の
よ
う
な
自
主
企
画
イ
ベ

ン
ト

(企
業
活
動
や
利
益
追
求
を
目

的
と
し
な
い
も
の
)
を
応
援
し
ま
す
。

O
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
が
対
象
で
す
。

O
継
続
的
に
実
施
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
応
援
し
ま
す
。

O
地
域
の
素
材
を
生
か
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
応
援
し
ま
す
。

O
観
光
商
品
と
し
て
魅
力
的
な
も
の

は
、
優
先
的
に
応
援
し
ま
す
。

O
町
並
博
の
開
催
期
間
中
に
実
施
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
応
援
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課

官

@
2
1
1
1
(内
線
3
5
3
)

愛
媛
県
町
並
博
推
進
課
イ
ベ
ン
ト

推
進
室
が
、

4
月
1
日
か
ら
大
洲
市

役
所
2
階
に
で
き
ま
し
た
。

愛
媛
県
町
並
博
推
進
課
イ
ベ

ン
ト

推
進
室
宮
@
0
5
2
0

「ーーーーーーーーーーーーーー・園田園田ーーーーーーーー圃ーー・園田ーーーーーーーーーーーーー園、

匂いっしょ区海:ご54twA病は気からトーク&ライブ
03大洲夏季大学

昭和 56年 「まちぶせJの大ヒッ トで紅白歌合戦に出場した石川ひとみさん

を迎えての講演会です。昭和 62年に B型慢性肝炎を発病し、 2年間の闘病生

活の後、復帰を果たした石川 さんは、健康・福祉への理解を深める活動にも

積極的に取り組んでいます。皆さんのご来場をお待ちしています。

8月7日 (木)

開場午後 6時 30分

場所 大洲市民会館大ホール

聴講料 大人 1，000円 (中学生以下は 500円)

※聴講券の販売は、 7月 11日 (金)から教育委員会 ・各公

民館で行います。

※駐車場は大洲市民会館・大洲南中学校をご利用ください。

問い合わせ先 社会教育体育課 企 24-2111 内線 552

午後 7時開会

時日

ーー園田----園田園圃ーーーーーーーーーーーーーーー園田園ーーーーー」
石川ひとみさん

L_ーーーーーー
講師

11 
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『.一7・・・月
6
日
(
日
)
大
洲
で
放
送
大
学
公
開
講
演
会
を
開
催

一人
と
家
畜
ム量

得

由
皆
き
九
と
う
を
ご
参
加
く
だ
さ
い

一

講
師
の
宮
崎
昭
所
長
(
放
送
大
学

ん
京
都
学
習
セ
ン
タ
ー
)
が
、
お
回
も

-
の
海
外
調
査
研
究
の
成
果
を
も
と
に

-
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
畜
産
業
の
あ
り

一
方
を
語
り
ま
す
。

-
人
と
家
畜
と
牧
畜
の
世
界
を
語
る

-

人
は
、
野
生
動
物
を
家
畜
化
す
る

一
こ
と
で
乳
、
肉
、
卵
、
毛
、
皮
革
、

園
羽
毛
な
ど
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

園
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
家
畜
は
、

-
運
搬
、
移
動
、
耕
運
の
ほ
か
、
警
番
、

一
鑑
賞
、
愛
玩
な
ど
に
役
立
ち
、
人
々

圃
の
生
活
に
潤
い
を
与
え
て
き
ま
し
た

0

・

こ
の
講
演
会
で
は
、
人
と
家
畜
が

一
ど
の
よ
う
に
助
け
合
い
な
が
ら
、
生

一
活
を
営
ん
で
い
る
か
を
説
明
し
ま
す

0

・
畜
産
の
原
点
は
何
か
考
え
、
畜
産
業

圃
の
現
状
に
対
す
る
反
省
材
料
を
提
供

一
す
る
と
と
も
に
、
将
来
的
な
畜
産
業

-
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

-
講
師
略
歴

〕

一
副
司
叶
叶
什
計
叶
1

・

昭
和
お
年
京
都
大
学
農
学
部
農

-

学
科
卒
業

「

募集案内

J
 

開
場

午
後
1
時

-

場
所

国
立
大
洲
青
年
の
家
ホ
l
ル

-

聴
講
料

無
料

↑

問
い
合
わ
せ
先

-

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

-

8
0
8
9
9
2
3
8
5
4
4

一

E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E

』圃.，，

，

「
放
送
大
学
」

一

E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
B
E
B
E
E
-
-
ι
L

，
 

.

• 

《
平
成
時
年
4
月
入
学
生
募
集
》

園

大
学
院
(
修
士
全
科
生
)
:
・

「
修
士

圃

(
学
術
)
」
の
学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。

一

入
学
者
選
考
を
実
施
し
ま
す
。

目

出
願
受
付
期
間

-

a
マ
教
養
学
部
、
大
学
院
修
士
科
目
生

一

現
在
受
付
中
1
8
月
白
日
(
日
)

ん

※
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
か
ら
も
出
願
可
能

-

a
マ
大
学
院
修
士
全
科
生

園

9
月
1
日
(
月
)
1
9月
日
日
(
火
)

一

問
い
合
わ
せ
先

一

愛
媛
大
学
内
放
送
大
学
愛
媛
学
習

-

セ
ン
タ
ー
(
松
山
市
)

-

8
0
8
9
9
2
3
8
5
4
4

一
L
 

の
世
界

師

放
送
大
学
京
都
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

京
都
大
学
名
誉
教
授

宮

崎

昭

平
成
元
年

平
成
日
年

平
成
日
年

日
時

京
都
大
学
農
学
部
教
授

京
都
大
学
副
学
長

放
送
大
学
京
都
学
習

セ
ン
タ
ー
所
長

畜
産
資
源
学
・
国
際

畜
産
論

7
月
6
日
(
日
)

午
後
1
時
却
分
1
午
後
4
時

専
門
分
野

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
正
規
の
大
学

で
す
。

C
A
T
V
(
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
西
瀬
戸
)
や
ス
カ
イ
パ

l

フ
ェ
ク

T
V
な
ど
で
視
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

《
m月
入
学
(
第
2
学
期
)
生
募
集
》

教
養
学
部
:
V

「
学
士
(
教
養
)
」
の

学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。

V
入
学

試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

-
科
目
か

ら
で
も
学
べ
ま
す
。

V
短
期
大

学
・
専
門
学
校
な
ど
か
ら
も
3
年

次
編
入
が
で
き
ま
す
。

大
学
院
(
修
士
科
目
生
)
・
-
M歳
以

上
で
あ
れ
ば
、

l
科
目
か
ら
で
も

学
べ
ま
す
。

者
考
委
ロ
白
ロ
ム
口
』
℃
¥
宮
司

第14回大洲市カヌーツーリング駅伝大会

8月24日(日)午前9時から

ー-
ジ!

ヌ」

12 

こ
れ
か
ら
練
習
す
れ
ば

だ
い
じ
よ
う
、ぷ
で
す

自
然
に
親
し
み
、
肱
川
の
す
ば
ら

し
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

開
催
日
時

8
月
比
日
(
日
)
午
前
9
時
か
ら

コ
l
ス

大
成
橋
1
城
山
下

回
・

3
k
m
(
5
区
間
)

募
集
チ
l
ム
数

日
チ

l
ム
程
度

チ

l
ム
構
成

監
督

1
人
(
選
手
を
兼
ね
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
)

選
手
5
人

補
欠
2
人
ま
で

ク
ラ
ス

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
の

3
ク

ラ
ス

・
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ス
(
予

{
疋
)

参
加
料

無
料

申
し
込
み
受
付
期
限

8
月
4
日
(
月
)

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
体
育
課
内

大
洲
市
カ
ヌ
1
ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

官

@

2
1
1
1
(内
線

5
5
4
)
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世

宥

喧

即

時

喧

即

時

時

世

牢

世

牢

世

町

時

珠

喧

即

時

国

守

1

験
が
少
な
し
。

与

J

働

く

女

性

が

能

力

を

発

揮

O

女
性
に
対
し
て
、
つ
い
身
構

4

α
で

き

る

職

場

"

つ

く

り

を

日

え
た
り
、
必
要
以
上
に
甘
や
か

レ

V

し
た
り
す
る
上
司
同
僚
が
い

ぷ

F

職
場
で
活
躍
す
る
う
え
で
、
女

性

る

。

固守

』

凶

v
・
は
ハ
ン
デ
を
負
っ
て
い
ま
す
。

O

女
性
の
担
当
者
に
対
し
て
、

与

同
乞

「
制
度
は
す
べ
て
男
女
均
等
な
の
だ
か
取
引
先
な
ど
か
ら
「
わ
が
社
を

与

ア

陛

在

ら
、
女
性
が
活
躍
し
て
い
な
い
の
は
軽
く
見
て
い
る
」
な
ど
と
文
句

与

/

引

川

女
性
本
人
の
問
題
」
と
思
っ
て
い
ま
を
言
っ
て
く
る
。

固守

、，M
併

せ

ん

か

っ

こ

れ

で

は

、
女
性
自
身
が
頑
張

辱

'ペ

ヂ

』

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、
労
働
基
ろ
う
と
思
っ
て
い
て
も
、
ス
タ
l

与

ぺ，

F
V
準
法
及
び
育
児
・
介
護
休
業
法
な
ど
ト
ラ
イ
ン
で
ハ
ン
デ
を
負
っ
て
い

与

ワ

る

の
法
律
が
守
ら
れ
て
い
て
も
、
現
実
る
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

与

~
j
-
-
に
は
女
性
の
能
力
が
十
分
に
発
揮
で

こ
の
よ
う
に
、
男
女
の
固
定
的

与

-ノ

J
ζ

き
る
職
場
環
境
に
な
っ
て
い
な
い
状
役
割
分
担
意
識
や
男
性
中
心
の
文

与

イ

ん

ベ

況
が
見
ら
れ
ま
す
。

化
な
ど
に
よ
る
男
女
格
差
を
解
消

与

一ァ

L
M

た

と

え

ば

す

る

た

め

、

企

業

な

ど

の

ポ

ジ

テ

辱

ぃン

B
ス
O
女
性
は
補
助
的
業
務
を
中
心
に
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン

(積
極
的
な
取

与

ポ

配
置
さ
れ
て
い
て
、
他
の

業

務

経

り

組

み
)
が
必
要
で
す
o

M

'b軍
事

事

事

事

事

事

事

事

h

軍

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

領

事

事

事

事

事

事

告

』

事

告

固

守

.. .. 
世

町

時

時

世

耳

世牢

-
p
d
p
t牢

-
P

マ今1・輝 ~

藤
樹
先
量
位
草
郡

「真
楽
」
へ
の
道

おおずの女性 合合合合合合合食合合.. .. .. .. .. .. .. .. 

藤
樹
は
、
学
問
の
目
的
は
「
真
楽
」

(
心
の
安
楽
)
を
得
る
こ
と
だ
と
説
き

ま
し
た
。
そ
れ
が
「
真
の
学
問
」
で

あ
る
と
い
う
の
で
す
。

に
せ

と
こ
ろ
が
、
世
間
で
は
偽
の
学
聞

が
流
行
し
、
も
て
は
や
さ
れ
る
の
で

注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

偽
の
学
問
と
は
、
本
を
読
み
、
理

屈
や
文
章
や
符
号
を
暗
記
し
、
口
で

と

お

お

や

什

説
く
ば
か
り
で
、
公
の
た
め
に
も
、

わ
が
心
の
安
楽
に
も
な
ら
な
い
学
問

で
す
。真

の
学
問
は
、
わ
が
心
の
明
徳
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
根
本
で
す
。

そ
し
て
、
書
物
(
四
書
五
経
)
を
正

し
く
理
解
し
、
日
常
生
活
を
省
み
、

各
人
の
も
ち
ま
え
に
応
じ
て
、
人
間

関
係
を
正
す
こ
と
で
す
。

学
問
の
根
本
は
、

心
の
汚
れ
を
き

よ
め
、
行
い
を
よ
く
す
る
こ
と
で
す

か
ら
、
心
が
き
れ
い
で
、
行
い
を
よ

く
す
る
よ
う
努
め
る
人
は
、
文
字
が

読
め
な
く
て
も
学
者
と
い
え
る
の
で

す
。結

局
藤
樹
は
、
「
真
楽
」
へ
の
道

は
、
机
上
の
学
問
で
は
得
ら
れ
な
い

と
説
い
て
い
る
の
で
す
。
大
事
な
の

は
、
人
倫
交
際
の
場
で
の
社
会
的

「
僻
献
」
で
す
。

藤
樹
は
、
こ
の
「
体
認
」
と
い
う

言
葉
を
よ
く
使
い
ま
す
。
こ
の

「体

位。

認
」
を
現
代
的
に
表
現
す
る
と

「実

践

(体
験
)
に
よ
っ
て
理
解
し
、
理

解
し
た
こ
と
を
実
践
し
て
、
身
に
つ

け
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

、n
j

。ま
た
、
「
体
認
」
は
二
つ
の
意
味
を

持
っ
と
も
い
っ
て
い
ま
す
。
第
一
は
、

愛
の
心
(
心
の
本
体
)
を
社
会
的
行

為
(
実
践
)
に
よ
っ
て
実
体
化
さ
せ

る
こ
と
。
第
二
は
、
直
接
体
験
し
た

事
実
を
自
覚
的
に
反
省
し
て
、
よ
り

高
度
の
道
を
目
指
す
こ
と
で
す
。

藤
樹
は
晩
年
、
「
五
事
」
を
「
人
道

の
根
本
」
と
述
、
べ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

「
五
事
を
正
す
」

こ
と
が
「
真
楽
」
へ

の
道
だ
と
い
う
の
で
す
。

い
ろ
い
ろ
と
言
葉
を
か
え
、
儒
書

を
引
用
し
て
解
説
し
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
凡
人
に
は
、
「
五
事
を
正
す
」

が
分
か
り
ゃ
す
い
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
、
「
孝
の
実
践
」
と
し
て
以

ら
ん

前
こ
の
欄
に
書
き
ま
し
た
が
、
も
う

一
度
く
り
返
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

o
和
や
か
な
顔
を
す
る
こ
と

お
だ

o
穏
や
か
な
言
葉
を
か
け
る
こ
と

あ
た
た

o
暖
か
い
ま
な
ざ
し
で
見
る
こ
と

か
た
む

o
耳
を
傾
け
て
聴
く
こ
と

O

よ
く
考
え
人
を
思
い
や
る
こ
と

晩
年
の
藤
樹
先
生
の
姿
が
、
浮
か

ん
で
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

13 
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市職員募集

気
を

市
で
は
、
平
成
市
年
度
の
職
員
募
集
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

採
用
予
定
職
種
、人

員
及
び
学
歴
な
ど

av事
務
職
員

《
大
学
卒
》

3
人
程
度

.
事
務
職
員

《
短
大

・
高
校
卒
》

l
人

.
保
育
士

3
人
程
度

.
保
健
師

1
人

.
介
護
福
祉
士

1
人

受
験
資
格

①

日

本

国
籍
を
有
す
る
人

②
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
(
成

年
被
後
見
人
な
ど
)

い
人

③

採

用

後

は

、
大
洲
市
内
に
居
住

可
能
な
人

④
事
務
職
員
《
大
学
卒
》
は
、
昭

和
田
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
平
成
時
年
3
月
末
ま
で

に
大
学
を
卒
業
(
見
込
み
)
の
人

⑤
事
務
職
員
〈
短
大
・
高
校
卒
〉

は
、
昭
和
田
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
短
大
ま
た
は
高

校
を
平
成
同
年
3
月
末
ま
で
に
卒

業
(
見
込
み
)
の
人

に
該
当
し
な

⑥

保

育

士

は
、
昭
和
田
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
育

士
の
資
格
を
有
す
る
人
ま
た
は
平

成
時
年
3
月
末
ま
で
に
資
格
取
得

見
込
み
の
人

⑦
保
健
師
は
、
昭
和
日
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健

師
の
免
許
を
有
す
る
人
ま
た
は
平

成
時
年
前
期
に
免
許
取
得
見
込
み

の
人

③

介
護
福
祉
士
は
、
昭
和
田
年
4

月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

介
護
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
人

ま
た
は
平
成
凶
年
前
期
に
資
格
取

得
見
込
み
の
人

受
付
期
間

6
月
日
日
(
月
)
1
7
月
7
日
(
月
)

た
だ
し
、
事
務
職
員
〈
短
大

・

高
校
卒
V

は
6
月
日
日
(
月
)

1

8
月
辺
日
(
金
)

そ
の
他受

験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し

く
は
、
地
区
回
覧
の

「大
洲
市
職

員
採
用
試
験
案
内
」
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
市
長
公
室
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
長
公
室

公

@
2
1
1
1
(内
線
3
1
2
)

14 

み
な
さ
ん
を

麦
援
し
ま
す

不
良
債
権
処
理
の
影
響
に
よ
る

再
就
職
支
援
、
地
域
に
お
け
る
新

た
な
雇
用
の
創
出
を
図
り
ま
す

0

.
雇
一
用
再
生
集
中
支
援
事
業

雇
用
調
整
(
離
職
者
の
発
生
や
出

向
な
ど
)
を
す
る
事
業
主
が
「
雇
用

調
整
方
針
」
を
作
成
し
、
愛
媛
労
働

局
に
届
け
出
た
場
合
に
離
職
者
の
皆

さ
ん
に
早
期
再
就
職
の
た
め
の
各
種

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

。
創
業
・
起
業
に
対
す
る
支
援

「中退共」ご存知ですか
中退共制度(中小企業退職金共済制度)は、退職金制度を

持つことが困難な中小企業に中小企業の相互共済と国の援

助で退職金制度を確立させることを目的に作られた国の制

度です。

創
業
・
起
業
を
行
っ
た
事
業
主
に

対
し
て
、
「
地
域
雇
用
受
皿
事
業
特
別

奨
励
金
」
、
「
受
給
資
格
者
創
業
支
援

助
成
金
」
、
「
高
年
齢
者
等
共
同
就
業

機
会
創
出
助
成
金
し
を
用
意
し
創
業

な
ど
に
要
し
た
費
用
の

一
部
に
つ
い

て
奨
励
金
な
ど
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局
職
業
対
策
課

合

0
8
9
・
9
4
1
・
2
9
4
0

Z
号
込
老
若
者
刊
4
0己
斗
。
己
問
。
』
℃
¥

国
の
制
度
な
の
で
安
全
・
確
実

・
有
利
で

す
。
過
去
の
勤
務
期
間
通
算
や
、
企
業
聞
を

転
職
し
た
場
合
な
ど
の
通
算
が
で
き
ま
す
。

掛
金
の
種
類

月
額
5
千
円

1
3
万
円
(
同
種
類
)

1
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
通
常
の
従
業

員
よ
り
短
く
、
却
時
間
未
満
の
短
時
間
労
働

者
は
、
2
千
円
、

3
千
円
、

4
千
円
で
も
加

入
で
き
ま
す
。

加
入
の
手
続
き

所
定
の
申
込
書
に
記
入
・
押
印
の
上
、
近

く
の
金
融
機
関
か
委
託
事
業
主
団
体
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

中
退
共
本
部
(
東
京
)

宮

0
3
・
3
4
3
6
・
0
1
5
1

E
淳
司

¥¥nY
E
S
-
s。

sa旬
。
片
口

r
E・守
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耐
J
h

ツ
め
母
印

採
用
予
定
職
種
及
び
人
員

-
助
産
師

2
人
程
度

受
験
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

②

地
方
公
務
員
法
第
十
六
条

(成

年
被
後
見
人
な
ど
)
に
該
当
し
な

い
人

③
採
用
後
は
、
大
洲
市
内
ま
た
は

市
立
大
洲
病
院
に
通
勤
で
き
る
地

域
に
居
住
可
能
な
人

④

昭

和

必
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
免
許
を
有
す
る
人

市職員募集

. 国家公務員採用E種

税務職員試験
平成15年度国家公務員採用E種(税務)

試験を次のとおり実施します。

ま
た
は
平
成
同
年
前
期
に
免
許
取

得
見
込
み
の
人

受
付
期
間

6
月
日
日
(月
)
1

7
月
7
日
(
月
)

そ
の
他

受
験
資
格
、
試

験
日
な
ど
詳
し
く

は
、
地
区
回
覧
の

「
大
洲
市
職
員

(助
産
師
)
採
用

試
験
案
内
」
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、

市
立
大
洲
病
院
事

• 募
集
要
項

受
験
資
格

昭
和
田
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
臼

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
入

試
験
の
程
度

高
校
卒
業
程
度

申
込
受
付
期
間

7
月
1
日
(火
)
1
7
月
8
日
(
火
)

願
書
の
提
出
先

〒

7
6
0
0
0
6
8

高
松
市
松
島
町

I
l
口
ー犯

人
事
院
四
国
事
務
局

8
0
8
7
・
8
3
1
・
4
7
6
5

第

1
次
試
験

試
験
日

9
月
7
日
(
日
)

試
験
内
容

教
養
試
験
(
多
肢
選

択
式
)
、
適
性
試
験
(
多
肢
選
択

式
)
、
作
文
試
験

合

格

発

表

叩

月
山
日

• 

(
金
)

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
立
大
洲
病
院

合

@
2
1
5
1

•••••• 

•••••••• 
第

2
次
試
験

試

験

日

目

月
日
日
(
木
)
か
ら

日
月
お
日

(
木
)
ま
で
の
う
ち

「第
l
次
試
験
合
格
通
知
書
」
で

指
定
す
る

1
日

試
験
内
容
個
別
面
接
、
身
体
検

査

A

マ
試
験
地

(1
次、

2
次
と
も
)

松
山
市
、
高
松
市
、
徳
島
市
、

高
知
市

-
採
用
さ
れ
る
と

採
用
さ
れ
る
と
す
ぐ
、
税
務
大
学

校
大
阪
研
修
所
(
全
寮
制
)
に
入
校

し
、
約
日
カ
月
問
、
税
法
や
簿
記
を

中
心
に
税
務
職
員
と
し
て
必
要
な
基

礎
的
知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
研
修

を
受
け
ま
す
。

ま
た
、
研
修
期
間
中
は
、
国
家
公

務
員
と
し
て
給
与
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

• 

Mげ

合
同
就
職
面
接
会
の
お
知

5
せ

大
洲
商
工
会
議
所
で
は
、
企
業
と

求
職
者
の
皆
さ
ん
が

一
堂
に
会
し
て

自
由
に
面
接
を
行
う
、
「
大
洲
・
喜
多

地
域
合
同
就
職
面
接
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

企
業
の
採
用
担
当
者
か
ら
事
業
所

の
求
人
内
容
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

7
月
日
日
(
金
)

午
後
2
時

1
午
後
4
時

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

••• 
• 
• 

申
込
用
紙
な
ど
の
請
求

・

問
い
合
わ
せ
先

一T
7
9
5
0
0
1
2

大
洲
6
8
9

大
洲
税
務
署
合

@
3
1
1
5

ま
た
は
、
人
事
院
四
国
事
務
局

(
願
書
の
提
出
先
)
か
高
松
国
税
局

人
事
第
2
課

(
干
7
6
0
1
0
0
1

8
高
松
市
天
神
前

2
l
m
)
ま
で
。• • 

郵
便
に
よ
る
願
書
請
求

日

A
V

郵
便
で
申
し
込
み
用
紙
を
請
求

・

す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
面
に

“

「田
種
請
求
」
と
赤
字
で
書
い
て
く

・
-

だ
さ
い

0

.

・1
6
0
円
切
手

(
1
部
の
場
合
)
い

を
貼
っ
た
あ
て
先
明
記
の
返
信
用

封
筒
(
角
形
2
号
)
を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。

••••• 

• 

・・・・・・・・.

4
階

(東
大
洲
)

対
象
者

一
般
、
臨
時
、
パ

l
ト、

年
齢
、
性
別
は
聞
い
ま
せ
ん
。

用
意
す
る
も
の

履
歴
書
、
筆
記
用
具
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
複
数
の
企
業
と
の

面
接
を
希
望
す
る
人
は
、
履
歴
書

の
コ
ピ
ー
を
必
要
数
だ
け
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
商
工
会
議
所

宮

@
4
1
1
1
(担
当
漬
回
・
森
岡
)

-

同
当
百
三
-ヨ
一今
・
2
3ヨ
川
園
一
司
吋
山
門巳
司
圃

-
E
T石
仏

-
-T
4
-
P
a
z
-
E
J」

一

-F44ヲ
戸

4

」・
・

'
 

--
-
一

炉

---
ι

・
一

「
海
岸
通
庁
舎
」
を
閉
鎖
し
、
6
月

初
日
か
ら
海
事
等
関
係
業
務
を
「
本

庁
舎
(
松
山
市
森
松
町
)
」
へ
統
合
し

ま
す
。

海岸通庁舎を廃止し本庁舎へ統合
松UI ・松山織 品
...1 .県庁 省)

糾1 ・市役所 官

主i田市原 ¥一__f!並道
~II 思 椿神祉 11国道11号開
ホ禄M温 . 、、 壬~・

-56 井

員 手型空空一主票
4 番多. 幻__A道i主主因昌三

糾私一忌山lCF ' 
・伊予鉄パス
森松営業所

言 重信川
橋

久
谷
大
徳

命
令

二千
々

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
運
輸
支
局
総
務
企
画
課

2
0
8
9
・
9
5
6
・
9
9
5
7

15 
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大洲城天守閣復元

平成15年 6月 1固まで

に皆様か5お寄せいただ

いた復元のための募金額

は、 393，656，917円
です。

太 5州城

かわら版

2巳

fi 24-2111 

出
土
し
た

E
を
も
と
に

大
洲
城
天
守
閣
の
復
元
時
期
は
、

写
真
な
ど
の
資
料
が
そ
ろ
う
「
幕
末

期
」
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
に
葺
か
れ
て
い
た
瓦
を

見
本
に
し
て
、
復
元
に
使
用
す
る
瓦

も
で
き
る
だ
け
こ
れ
に
近
づ
け
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
過
去
の
発
掘
調
査

で
幕
末
期
の
地
層
か
ら
出
土
し
た
瓦

が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
軒
先
の
軒
丸
瓦
な
ど
主

要
な
瓦
に
は
、
「
蛇
の
目
紋
」
(
大
洲

藩
主
加
藤
家
の
家
紋
)
の
入

っ
た
瓦

を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

凍
害
に
強
い
瓦

今
回
、
天
守
閣
に
使
用
す
る
瓦
は
、

大洲市は、 市の新しいシンボルとして、市制施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料芯どをお持ちの人はご連絡ください。また、このコ
ナ に対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策第1係 内線352

徹

底

解

剖

!

大
洲
城
天
守
閣
復
元
工
事

i
Eの
製
作
編

i

た
も
ん
や
ぐ
ら

天
守
閣
と
多
聞
櫓
に
使
用
す
る
瓦

(
三
十
八
種
類
、

約
四
万
八
千
点
)
の
製
作
が
今
年
の
春
か
ら
始
ま

っ
て

い
ま
す
。

す
べ
て
岐
阜
県
産
の
耐
寒
瓦
で
す
。

岐
阜
や
奈
良
近
辺
の
瓦
は
、
原
料
と

な
る
「
土
」
に
特
徴
が
あ
り
、
高
温

で
焼
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
0
0
0
度
を
超
え
る
高
温
で
焼
き

上
が
っ
た
瓦
は
、
水
分
の
吸
収
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
冬
場
、

瓦
が
凍
っ
て
膨
張
し
瓦
が
割
れ
る
の

を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
四

十
四
年
か
ら
昭
和
四
十
五
年
に
か
け

て
行
わ
れ
た
台
所
櫓

・
高
欄
櫓
の
解

体
修
理
工
事
で
は
、
奈
良
産
の
耐
寒

瓦
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

鯨
瓦
の
製
作

大
洲
城
の
続
瓦
(
大
洲
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
寄
贈
)
は
、
明
治
時
代
に

企瓦工場で土を練った状態の鱗瓦の形を
整える関係者 (続五は大洲ライオンス、
クラブ寄贈)

io.虫色の目紋入りの軒丸瓦と釘抜きと呼ば
れるひし形の中心模様があしらわれた
軒平瓦 (台所櫓)

16 

自の部分に
蛇の目紋が
デザイ ンされた鯨瓦
(寛文 5年製作・市立博物館蔵)

撮
影
さ
れ
た
写
真
と
市
立
博
物

館

に

平

成

十

五

年

三

月
に
は
製
作
途
中

所
蔵
さ
れ
て
い
る
鱗
瓦
を
も
と
に
製
で
練
土
状
態
の
鱗
瓦
を
瓦
工
場
(
岐

作
し
ま
し
た
。
市
立
博
物
館
に
残
る
阜
)
で
検
査
し
、
設
計
者
や
瓦
職
人

続
瓦
に
は
、
寛
文
五
年
(
一
六
六
五
)
ら
の
手
で
、
続
瓦
の
尾
ぴ
れ
や
鱗
な

に
作
ら
れ
た
こ
と
が
-
記
さ
れ
て
い
ま
ど
の
形
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
出
来

す
。
天
守
に
使
用
さ
れ
た
続
瓦
で
あ
上
が
る
銑
瓦
は
、
高
さ
三
尺
二
寸

る
か
ど
う
か
は
判
明
し
て
い
ま
せ
ん
(
約
九
十
六
叩
)
、
重
さ
は
約
八
十
同

が
、
続
瓦
の
高
さ
が
明
治
の
写
真
に
に
な
り
ま
す
。

写
っ
て
い
る
も
の
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
瓦
の
製
作
は
、
一
部
の
似
場
町
を

こ
と
や
、
慌
の
目
に
蛇
の
目
が
使
わ
除
き
六
月
末
で
終
了
し
、
七
月
か
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
鱗
瓦
の
見
は
、
い
よ
い
よ
瓦
葺
き
が
始
ま
り
ま

本
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

す
。

、.................................. .
 

，
 連経所で

関

期 日 時間 場所

6月29日 10:00~11 :30 平 野 連 絡 所

(日) 14: 00~15 : 30 南久米連絡所

7月 6日 10: OO~11 : 30 菅 団 連 絡 所

(日) 14: 00~15: 30 大 川 連 絡 所

7月13日 10: OO~11 : 30 新 谷 連絡所

(日) 14 : 00~15 : 30 柳沢連絡所

7月27日
10: OO~11 : 30 上須戒連絡所

13 : 00~14 : 30 八多喜 連絡所
(日)

15 : 00~16 : 30 ニ 善 連 絡 所
L ー

天守閣に使う平瓦に自分の名前や

願いごとを墨書きできます!

費用 1枚 2，000円
。どの連絡所でも記名できます。

4砂大洲城で一般見学会 ・瓦記名会を 8月

14日(木)、 15日(金)の両日に開催し

ます。



体長約45cm、体重約20kgのアナグマが篠原宏さん宅

(大洲)で保護され、翌日、とぺ動物園に預けられました。

5/15 新谷・惣谷地蔵盆まつりに助成金

伊
手
組
問
符
山
崎
山
明
文
化
活
動

助
成
金
贈
呈
式

-
閣
、
式

伊予銀行による第23固地域文化活動助成金制度の助成金贈呈式

(八幡浜ブロック)が同行八幡浜支庖であり、新谷の「惣谷地蔵

盆まつり実行委員会(矢野哲代表)Jに助成金10万円の目録など

が贈られました。現在、第24回の応募受付中(7月末まで)で、

市内の伊予銀行各支庖で問い合わせに応じています。

5/30 きれいな屋形船でう飼いを楽しんで

大洲の夏の風物詩「うかいJ(6月 1 日 ~9月20日)の開幕を前に、うかい登録

庖の従業員の皆さんが船内を拭き上げ、ちょうちんなどを取り付ける屋形船の飾

り付けがありました。「今年は18，000人を白標に、少しでも多くの皆さんにう飼

いを楽しんでもらえるように」と、観光客を迎える準備をしていました。
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5/28 花のある街づくり

市民参加のまちづくりの一環として、市公園等施設管理推進協議会(尾上清則会長)が劃11緑地公園

や肱南船着場周辺の花檀づくりに取り組みました。協議会の会員約40人と市職員ら10人が、「市民や観

光客の憩いの場になるように」と、サルビア、マリーゴールドなど1900本を手分けして植えました。

5/14 鵜の目で安全運転を!

÷引1Zhμ;k川lj;|ij;fhmjll:hh1:::hk;;;;:L:;;;L:;iし:iiLd川ιlドR肌'.~“t
春の全国交通安全運動期閤中のこの日、シートベル トやチャイjレド

シートの着用徹底を呼びかける支通茶屋が、オズメッセ21 (東大洲)

であり、支通安全協会、交通安全母の会、警察、市関係者ら約30人
が参加しました。鵜匠の佐々木さん夫妻もパンフレ、ソ卜などを手渡し

ながら支通事故防止を呼びかけました。

5/13 元気なひまわり咲かせます

大洲農業高校(平野栄校長、生徒数350人)、国土突通省の協力を得て、五郎の

河川敷を季節の花々 で彩る「やすらぎの水辺整備事業」の一環として、同校の食

品化学科の1年生40人がひまわりの種をまきました。 i7月中旬には5万本のひま

わりが咲くように」と、現在、生徒の皆さんが手入れを続けています。
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7月 6日(日)村上医院 (常磐町)
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7月13日(日)久保内科循環器科 (新谷)
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7月27日(日)藤 本医院(中町)

ft 24-2310 

7月21日(月)城戸眼科医院 (末広町)

まま 24-3008

曜日によって救急当番病院は

変わります。昼間・夜間の急患
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さ
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受
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①
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②
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
人
に
額

面
2
0
0
万
円
の
特
別
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

①
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付
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)
・
前
後
賞
各
5

千
万
円
!
2等
(1
6
8本
)
も
1
億
円
。

通
信
販
売
で
も
買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
(
大
洲
市
で
は
、
平
成

比
年
度
に
肱
北
獅
子
舞
備
品
、
三
善
獅

保 鉄 工所

ft26一 0537

予 屋住設

公 24-2541

戸電業社

ft25-2944 

岡 福 水 道工事庖

合 24-3656

久

{罪

i成

7月19日出

7月20日(日)

子
舞
備
品
、
平
野
・
平
地
上
地
区
公
衆

ト
イ
レ
を
整
備
)

発
売
期
間

7
月
刊
抗
日
開
1
8
月
1
日
幽

抽
選
日

8
月
ロ
日

ω

中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験
の
お
知
5
せ

病
気
や
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
り
中
学
校
な
ど
を
卒
業
で
き
な

か
っ
た
人
の
た
め
の
「
中
学
校
卒
業
程

度
認
定
試
験
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

対
象
は
、
年
度
末
ま
で
に
満
民
歳
以

上
に
な
る
人
お
よ
び
日
本
国
籍
を
有
し

な
い
人
で
平
成
時
年
3
月
訂
日
ま
で
に

満
日
歳
以
上
に
な
る
人
で
す
。

試
験
日

日
月
4
日
附

試
験
場

愛
媛
県
庁
(
松
山
市
一
番
町
)

願
書
受
付
期
間

8
月
1
日
幽
1
9
月
1
日
間

受
付
場
所

愛
媛
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課

8
0
8
9
・
9
4
1
・
1
2
1
2

問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課

企

@
2
1
1
1
(内
線

5
4
1
)

7
月
は
青
少
年

非
行
防
止
強
調
月
間

青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
は
、
市
民

土居鉄工所

ft24-4519 

塚鉄 工所

ft25一 0300

(有)南予水道住設

ft23-2352 

西国興産

公 25-2197

(有)

(有)星加水道 設 備

まま 26一 0020

神田鉄工所

まま 24-4122

骨対

。紛

大

7月21日(月)

7月26日出

7月27日(日)

み
ん
な
の
願
い
で
す
。

大
洲
市
で
は
、
青
少
年
の
健
全
な
育

成
・
非
行
防
止
に
努
め
、
健
全
な
家
庭

づ
く
り
、
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。青

少
年
非
行
防
止
強
調
月
間
で
あ
る

7
月
に
は
、
「
育
て
よ
う
、
心
豊
か
な
大

洲
の
子
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
各
公

民
館
を
中
心
に
啓
発
活
動
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
も

「
あ
い
さ
つ

・
愛
の
一
声
運
動
」
を
進
め

土品

1
レ
よ
、
つ
。

フヨ ~ I お
ト lャ|お

r: liす
ん手|赤
生、 1m

! ~ I瓦
お副館
ア 品 Ii" 
l展|案
; I内

ー
土
居
淳
子
1

7
月
1
日
附
1
7
月
6
日
間

V
創
作
ガ
ラ
ス
工
房
「
遊
」
作
品
展

7
月
同
日
幽
1
7
月
幻
日
開

V
山
田
き
よ
版
画
展

7
月
初
日
制
1
8
月
4
日
開

展
示
時
間

午
前
山
時
1
午
後
5
時

展
示
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

休

館

毎
週
月
曜
日

(
祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
)

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

公
@
1
2
8
1

可
固
国
白
白
-
E
E
E
E
E
E
E

一

車
の
横
を
す
り
抜
け
る
自
転
車
。
「危

-
な
い
の
お

1
」
。
高
齢
者
交
通
安
全
大
会

園

で
上
映
さ
れ
た
ビ
デ
オ
に
思
わ
ず
出
た

一
会
場
か
ら
の
声
。
周
囲
の
状
況
に
気
を

一
使
わ
ず
通
行
す
る
こ
と
が
い
か
に
危
険

園
か
を
、
だ
れ
も
が
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
o

E

歩
行
者
や
自
転
車
へ
の
注
意
は
自
動

山
車
ド
ラ
イ
バ
ー
の
責
任
だ
か
ら
、
悪
い

田

の
は
自
分
じ
ゃ
な
い
と
い
う
考
え
方
も

-
あ
る
よ
う
で
す
が
、
事
情
は
ど
う
で
あ

一
れ
ケ
ガ
を
す
る
の
は
自
分
自
身
。
そ
ん

一
な
気
持
ち
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で

-
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

(

や

)
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内
相談内容 日 時な ど 場所な ど 聞い合わせ先

人 4霊 中目 談 7月15日(火)/午前10時~正午 柳沢公民館
急ぐときは法務局 ft 24-4155 

(法務省) 7月18日(金)/午前10時~正午 市役所3階会議室

人権擁護委員による 毎週月 7.1<.金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支周 ft24-4155 

無 料 中目 談 所 9 時~ 16 時 (休日を除く ) 人権相談室

イ'てーT 政 中目 談
7月12日(士)/午前10時~午後4時 市民会館

急ぐときは 合 24-5072(山本)I 
(総務省) ft 24-4294 (辻)

市民法律相談 7月12日士)/午前10時~午後4時 市民会館
※予約が必要。総務財政課行政係

まま 24-2111内線 328

社会保険相談
7月7日(月)/午前10時~午後3時四分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

7月22日(火)/午前10時~午後3時泊分 ft 089-925-5105 

不動産無 料 相 談 7月15日(火)/午別9時~午後4時 宅建協会大洲支部 (司上田喜六不動産 まま 24-4452 

一般相談 毎週月 -水曜日
大洲市総合福祉

心配ごと法律相談 毎週火-木曜日 センター
受付は総合福祉センター 1階

社会福祉協議会窓口まで
キ目 談介護相談 毎週金曜日 (椙談室直通)

ft 23-0313 
(相談時間) 午前10時~正午、午後1時~午後4時

fi 23-5629 

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所高齢福祉課 まま 24-2111 内線 178

人権・同和問題に
毎日の執務時間中

大洲隣保館 fi 24-6100 

関する何で も 相 談 大洲福祉会館 fi 25-0947 

青少年相談電話 毎日の執務時間中 青少年センター fi 24-7830 

ふれ愛スクール相談電話 毎日の執務時間中 国立大洲青年の家 まま 24-1414

望E
;::oro::: とー~、

ιー百炎本目

※いすれも無料です。お気軽にご相談ください。

シ
リ
ー
ズ

-h川川

の
量
目
ぱ

む

ι

梅
川
の
由
来

南
久
米

昔
、
天
神
様
の
庭
に
大
き
な

梅
の
木
が
あ
り
、
毎
年
春
に
な

た
く
さ
ん

る
と
き
れ
い
な
花
を
沢
山
咲
か

せ
、
と
て
も
よ
い
香
り
を
漂
わ

せ
て
い
ま
し
た
。
村
の
人
た
ち

は
こ
の
梅
が
自
慢
で、

と
て
も

大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。

あ
る
時
、
大
洲
の
お
殿
様
が

城
内
を
散
歩
中
こ

の
香
り
に
気

づ
き
、
「
ど
こ
に
咲
い

て
い
る
の

か
探
し
出
し
、
城
内
に
移
し
植

え
よ
」
、
と
家
来
に
言
い
ま
し
た
。
さ
っ

そ
く
大
勢
の
人
が
集
め

ら
れ
、
こ
の
梅
の
木
を
お
城
ま
で
運
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昔
は
道
幅
も
狭
く
、
大
木
を
道
路
づ
た
い
に
運
ぶ

こ
と
が
で
き

な
い
の
で
、

川
づ
た
い
に
お
城
ま
で
運
び
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
き
な
木
を
遠
く
ま
で
運
ん
だ
の
で
無
理
が
た
た

り
、
梅
の
木
は
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
殿
様
も
後
悔
し
ま

し
た
が
、

村
の
人
た
ち
は
も
っ

と
残
念
が
り
ま
し
た
。
待
ち
か

ね
た
春
が
来
て
も
、
あ
の
美
し
い
花、

う
っ

と
り
す
る
よ
う
な

香
り
を
漂
わ
せ
た
梅
の
木
は
も
う
な
い
の
で
す
。

村
の
人
た
ち
は
、
自
分
た
ち
を
悔
し
ま
せ
て
く
れ
た
梅
の
木

し
の

を
偲
び
、
梅
を
川
づ
た
い
に
運
ん
だ
と
こ

ろ
か
ら
、
村
の
名
を

「梅
川
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

大
洲
市
教
育
委
員
会
発
行

「
大
洲
の
昔
ぱ
な
し
と
里
う
た
」
第
3
話
か
ら .....蔵川や野村方面とを結ぶ広域農道からの眺め

大洲市内の交通事故

5月末現在 昨年同期

件 数 108 107 

負傷者 143 145 

死者 。 1 

市民の動き

平成15年5月30日現在

39，055人 (+10) 出生 30人(-3) 

18，635〆、(+5) 死亡 30人 (-13)

20，420人(+5) 

14，775世帯 (+8) 

口

数男
女

帯

人

今月の納税は

固定資産税 2期

国民健康保険税 1期

20 

( )内は対前月比納期限は7月31日です
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